


























































































































































































































































































































































満水時 損失時 水位 振幅 水位 振幅
同径Pトラップ 1．o 1．0 0．98 0．88 0，0a5 0．↑51
ウ加シュダウン 0．45 O．75 0．95 0．87 0，074 0，093
サイ紗 0．17 0．34 0．92 0．78 0，064 0，110
サイ藁ン・JIS 0．17 0．55 0．90 0．75 0，064 0，059
サ伯ンポ肪，クス O．15 0．32 0．93 0．76 0，068 0，037
サ傭ンセ’ット 0．09 0．12 0．89 0．71 0，068 0，074










同径Pトラヲプ 1．0 1．0 　　FP．00 1．00 1
ウわシュダウン 0．45 0．59 0．93 1．43 2
サイホン 0．1了 0．19 0．86 1．50 3
サ怖ン引S o．17 0．26 0．93 1．49 3
り称ンポ肪，クス 0．15 0．21 0．95 1．86 4
サ休ンセ’，卜 0．09 o．11 0．94 2．02 5





㊧ﾊトラ，フ’の種類 満水時 損失時 震験値 α
同径Pトラ，ア 1．0 1．0 0．96 0，02↑ 0，050 1
ウ加シュタ’ウン 0．45 0．59 0．99 0，030 0，064 2
サ休ン 0．η 0．19 0．69 0，036 0，081 3
サイ藁ン引S 0．1了 0．25 0．78 0，034 0，086 3
サイ勧ポ所，以 0．15 0．21 0．95 0，035 0，084 3
サイ紗ゼ，卜 0．09 0．11 0．82 0，055 0，092 4









同径Pトラッフ’ 100 94．8 1
ウ加シュダウン 50 42．5 5
り郁ン 65 59．8 3
サ仏ン・JlS 65 56．9 4
リイ徹ンポルテックス 65 56．4 4
サ値ンセ’，ト 75 61．6 3
シーケンシャル’1諦プ
?
16．7 2
　3）残留封水深を考慮した評価
　表5は、表3に示した封水損失水位を用いて、各トラップの残留封水深および管内圧力が
245［Pa］（25［mmAq］）としたときの封水損失水位による残留封水深を示したものである。こ
の値は、HASS　2066）で採用されている設計用許容管内圧力値である。残留封水深が大きいほ
ど封水強度は大きいと考えられ、これによる評価は、表5に示した通り、シーケンシャルバ
ルブ〉サイホンゼット、サイホン〉サイホンボルテックス、サイホン・JIS＞ウオッシュダウ
ンの順に弱いと推察される。実際の設計では、封水強度の指標値として、封水損失水位より
残留封水深の方が有効であると思われる。同表の残留封水深は、管内圧力に対する封水損失
水位の回帰係数（α）と封水深から算定することができるので、封水深と脚断面積比の2つの
トラップ形状パラメータを用いて、封水強度を簡単に評価することが可能である。
16
大便器の封水強度の評価
4．まとめ
　同径Pトラップと6種類の大便器について、排水負荷実験により、管内圧力と封水水位と
の関係を調べ、封水強度を評価した結果をまとめると、次になる。
1）管内圧力と封水水位とは高い相関が認められるが、同径Pトラップとウオッシュダウン
　に比べて脚断面積が比が小さい他の大便器の封水水位応答は緩慢であり、減衰率が大きい
　ことが推測される。
2）管内圧力と封水損失水位との相関は高く、その回帰係数により封水強度を評価すると、
　ウオッシュダウン〉サイホン、サイホン・JIS、サイホンボルテックス〉サイホンゼット〉
　シーケンシャルバルブの順に弱くなった。また、脚断面積比を用いて算定した係数の約1／
　2が回帰係数とほぼ等しくなり、封水損失水位の予測が可能となった。
3）同径Pトラップと大便器の封水水位の相関は極めて高く、その回帰係数に準拠した封水
　強度の評価は、サイホンゼットが最も弱く、次いでサイホンボルテックスとシーケンシャ
　ルバルブとなった以外の順位は管内圧力の場合と同様であった。
4）設計用許容管内圧力値での残留封水深の評価では、シーケンシャルバルブ〉サイホンゼ
　ット、サイホン〉サイホンボルテックス、サイホン・JIS＞ウオッシュダウンの順に封水強
　度が弱いものと推察される。
　今後の課題としては、大便器内の封水の流動状態の詳細な解析によって減衰率（流体抵抗）
を評価し、それを加味して、封水深と脚断面積比のトラップ形状パラメータから封水強度を
簡便に算定する方法の確立が挙げられる。
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